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三
世
代
交
流
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催 

多
世
代
と
の
触
れ
合
い
を
目
的
と
し
た
『
三
世
代
交
流
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

日 

時 

平
成
２９
年
６
月
17
日(

土)

９
時
30
分
集
合 

１１
時
３０
解
散
予
定 

※
雨
天
の
場
合
は
18
日
（
日
） 

集
合
場
所 

神
郷
公
民
館 

駐
車
場 

 

参
加
費 

無
料
（
参
加
賞
あ
り
） 

服 

装 

体
操
服
等
歩
き
や
す
い
服
装 

（
飲
み
物
は
ご
持
参
下
さ
い
。） 

コ
ー
ス 

上
郷
折
り
返
し
４
キ
ロ 

・
菜
の
花
折
り
返
し
２
キ
ロ 

※
参
加
希
望
の
方
は
、
各
自
治
会
老
人
ク
ラ
ブ
・
育
成
会
及
び
神

郷
公
民
館
に
６
月
２
日
ま
で
申
込
下
さ
い
。
保
険
に
加
入
し
ま
す 

主 

催 

安
心
安
全
部
会 

共 

催 

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

平成2９年度神郷高齢者大学講座計画 

今年度のテーマ 

「別子銅山の歴史と工都新居浜の成り立ちを学びましょう」 

月・日 曜 時間 講座名 内容 講師他 

５・２３ 火 9:30～11:00 開講式 講演 講演「別子銅山と私」 山川 静雄先生 

６・１７ 日 9:30～ ウォーキング 郷方面 三世代交流 

７・ 

調整中 

 9:30～ 惣開方面歴史ウォーキング 

別子銅山ゆかりの産業遺産 

別子銅山史跡を探訪 

（場所はお楽しみ）昼食 

 

８・６ 日 6:30～7:00 おはよう体操  三世代交流 

８・７ 月 9:30～11:00 なつかしの心の歌 時代が生んだ懐かしい思い出の

歌を歌いましよう 

山本 光博先生 

９・１２ 火 研修旅行   

９・26 火 10:00～12:00 みんなでアンチエイジング 歌って踊って 

にいはま元気体操 

白井歌声喫茶グルー

プ（愛称ＰＢＳ２９） 

10・2３ 月 9:30～12:00 男の料理 秋のおもてなし料理 土瓶蒸し他 

11  ウォーキング 松神子方面 三世代交流 

12・１ 金 9:30～12:00 閉講式 講演 別子山の産業・文化遺産 曽我 孝広先生 

 

46-1181 
koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
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名
画
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モ
ノ
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ロ
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霾 よ
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も
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靜
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軍
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阪
上 

史
琅 

先
※
先
月
号
掲
載
の
俳
句
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

致
し
ま
す
。 
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少
し
の
勇
気
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広
が
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助
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合
い 

つ
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が
る
心 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
年 

清
水 

結
人
（
ゆ
う
と
） 

君
と
ぼ
く 

ち
が
う
か
ら
こ
そ 

楽
し
ん
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
年 

永
易 

永
遠
（
と
わ
） 

神
郷
コ
ー
ラ
ス
新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

懐
か
し
い
思
い
出
の
唄
を
歌
っ
て
、
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
男
女
問
わ
ず
内
容

を
よ
く
読
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

練
習 

毎
月
第
３
木
曜
日
１０
時
～
１２
時 

場
所 

公
民
館
大
会
議
室 

指
導
者 

山
本 

光
博 

 

荒
井 

仁
美 

第
１
回
目
練
習 
６
月
１５
日
１０
時 

申
込
み 

公
民
館
受
付
窓
口
前
に
申
し
込
み
用
紙
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
回
収
箱
に
入
れ
て
下
さ
い
。 

受
付
期
間 

５
月
１
日
～
５
月
２０
日 

９
時
～
１７
時 

（
平
日
の
み
） 

問
い
合
わ
せ 

瀧
田 

喜
代
子
（
設
立
発
起
人
有
志
代
表
℡
４
５-

０
２
０
１
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

神郷校区の人口 
人 口  10,038人 
（男）   4796人 
（女）   5242人 
世帯数   4522世帯 

平成 28年 12月末現在 

 

※日にちが未定の講座は決まり次第お知らせいたします 

都合により内容等が変更になる場合があります。 

 

 

公
民
館
生
涯
学
習
講
座
合
同
セ
ミ
ナ
ー
「
開
講
記
念
講
演
会
」
の
ご
案
内 

 
演
題
「
別
子
銅
山
と
私
」 

 
 

～
別
子
銅
山
に
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
が
三
つ
あ
る
～ 

 

日
時 
平
成
２９
年
５
月
２３
日
（
火
）
９
時
３０
分
～
１１
時 

 

講
師 

山
川 

静
雄
氏
（
元
住
友
金
属
鉱
山
（
株
）
別
子
鉱
業
所
勤
務
） 

 

山
川
氏
は
昭
和
２０
年
よ
り
住
友
金
属
鉱
山
の
各
事
業
所
を
廻
り
別
子
銅
山
の
い
ろ

ん
な
顔
を
み
つ
め
て
こ
ら
れ
、
退
職
後
は
「
山
村
研
究
家
」
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し

て
山
村
文
化
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
新
居
浜
の
昔
の
貴
重
な
Ｄ
Ｖ

Ｄ
も
視
聴
し
ま
す
。
是
非
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。 
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「天正の陣」と秀吉の四国攻め 
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1585（天正 13年）6月 16日、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

は四国攻めの大軍出

動の大号令を発した。その頃四国は、土佐の長宗
ちょうそ

我部元
が べ も と

親
ちか

がほ

ぼ全域を制覇掌握していた。 

秀吉は 1583（天正 11年）4月に柴田
し ば た

勝家
かついえ

を破り、織田
お だ

信長
のぶなが

の

後を継いで中央政権を樹立したが、これまで数々の因縁のある

元親を討つべく四国攻めを決意したのである。元親は、秀吉と

柴田勝家の賤ヶ
し ず が

岳
たけ

合戦のとき、また翌年の秀吉と徳川家康等と

の小牧
こ ま き

・長久手
な が く て

の合戦のときも絶えず反秀吉の行動をとってき

たからであった。両者の間では事前に交渉が行われたが決裂し、

直接の軍事行動となったのである。 

秀吉軍は、総大将羽柴秀長率いる幾内軍 3 万は堺から淡路洲

本、そして土佐泊へ、羽柴秀次の率いる近江・丹波の兵 3 万は

播磨から淡路福良、そして土佐泊へ、宇喜多秀家・黒田孝高・

蜂須賀家政の部隊 2万 3千は讃岐屋島へ、毛利の吉川・小早川

らの芸州勢３万は伊予へと向かった。迎え撃つ元親は、讃岐・

伊予・阿波の三ヵ国の境にあって土佐とも近い阿波白地城に本

陣を構えた。 

伊予では、6月 17日に小早川隆景
こばやかわたかかげ

率いる第一軍が、7月 5日

には吉川元
きっかわもと

長
なが

らの第二軍の芸州勢合わせて３万の軍勢が東伊予

地方の海岸に上陸した。 

この時、東伊予二郡においては、元親との軍事同盟の信義を

重んじて金子城主元宅
もといえ

を総大将として迎えうつことになったの

である。東予の将士が芸州大軍進攻の報に動揺の色が濃くなっ

てきたので、元宅は金子城は弟の元春に任じ、自らは氷見の高

尾城にて指揮をとり決戦を覚悟したのであった。そして、諸将

を高尾城に集め意見を聞き、その上で最後の決をきめることに

したのであった。 

席上先ず重鎮
じゅうちん

の老臣近藤長門守が「今、秀吉を相手に戦って

も勝算は無し、無益な戦をして主家一族を滅ぼすより和を請う

ことが得策である。」と言い立てれば並居る一同は声を立てる物

もなく、非戦に態勢が傾きかけた時、総大将の元宅が発言して

言うには「長門守殿の主家を重んじることは誠なれども、武士

は義あるのみ、昨日は長宗我部に手を下し、今日は小早川に腰

を折る。さりとては是非もなしが、眉を潜めて世を渡るよりは

死力を尽くして一戦を交え、刀折れ矢尽きて潔く討ち死して名

を後世に残すのみ。」と堂々と所信を述べると、居並ぶ諸将皆感

激して、一同一味合体の盟約を誓ったのであった。 

それぞれの地方の城には最少の守備兵を残し、二郡の主力は

高尾城に集結したが、その数は３千であった。1585（天正 13

年）7月、いよいよ 10倍の寄せてとの決戦の火蓋が切って落と

されるのである。 

 

 

 

神郷公民館よりお知らせ 

公民館利用説明会のお願い 

 公民館利用のサークル及び各種団体代表者の方にお集ま

りいただき公民館利用についての説明会を開催いたします。

合わせて文化祭・芸能発表会についての説明もします。大切

な会です各団体 1 名は必ずご出席ください。 

  日時 5 月２９日（月）13:30～ 

場所 神郷公民館 学習室 

  

神郷まちづくり委員会からのお知らせ 

 平成 28年度神郷校区まちづくり委員会総会が平成 29年 3

月 31 日に会員約 60 名の参加で神郷公民館において開催さ

れました。そこで平成 28年度の行事及び決算報告がされ、

29年度の行事計画等の話し合いがもたれました。 

平成 28年度神郷校区まちづくり委員会の主な活動 

環境美化部 

・神郷幼稚園・神郷小学校の野菜・ゴーヤ等苗植え 

・忠魂碑作業（紫陽花の植樹・草刈・雑木整理） 

・公民館緑化事業（花壇の整備・ゴーヤカーテン等） 

・神郷幼稚園児卒園記念忠魂碑の桜の植樹 

・忠魂碑広場での三世代交流ネーチャーゲーム 

安全安心部 

・神郷小学校児童の登下校及び遠足の見守り 

・三世代ウォーキング 年 2回 

・交通茶屋 

健全育成部 

・三世代交流手打ちうどん・パン教室 

・神郷幼稚園での交流そうめん流し 

・神郷小学校児童への朝の読み聞かせ（毎週 1回） 

・研修旅行・夏祭り出店 

※校区文化祭では各部でのパネル展示が行われ、年 6回～12

回の定例会を開催しています。 

 

まちづくり委員会では新規会員を募集しています 

そこに「新しい出会いと生きがい」がみつかります！ 

 

 

 

 

 
 5 月（皐月）の行事予定   

 
1 日（月）19:00～  環境美化部会  神郷公民館 
3 日（水）10:00～  神郷わくわく公園開園式 
７日（日）19:00～   老人会長会     神郷公民館 

１１日（木）10:00～  乳幼児期家庭づくり教室神郷幼稚園 
１３日（土）19:30～  子供育成会定例会 神郷公民館 
１４日（日） 8:00～  手みやげ事業   〃 
１５日（月）19:00～   民児協定例会   〃 
           安全協会役員会  〃 
１９日（金） 9:30～  ママ友講座 陶芸 〃 
２１日（日） 9:00～  校区運動会    神郷小学校 
２３日（火） 9:00～  生ごみたい肥講習会神郷公民館 
       9:30～  高齢者講座     〃 
      19:30～  連合自治会長会   〃 
２６日（金）13:30～  よみきかせ定例会  〃 
２９日（月）13:30～  公民館サークル利用説明会 〃 

 

 

  


